
口と足で描く芸術家協会（東京都新宿区、日本の代表者：松澤雅美、以下MFPA）は、2026年のゴールデンウィー
ク期間中の5月3日（日・祝）〜6日（水・休）、世界遺産・高野山（和歌山県）にある高野山真言宗 総本山 金剛峯
寺 新別殿にて、絵画展「口と足で描いた絵」を開催します。
本展は、昨年同時期に同会場で開催した南正文作品展が多くの来場者から好評を得たことを受け、再び開催す
るものです。今回は日本画家・南正文の作品展「よろこびの種を」を中心に、口で筆をくわえ、あるいは足で筆を
持って絵を描く画家たちの作品を紹介します。日本および海外の画家による作品66点を展示予定です。

【GW開催】 世界遺産・高野山で絵画展「口と足で描いた絵」

南正文作品と世界20か国の作品を展示 入場無料、昨年好評で再開催

報道関係者各位 2026年4月15日

昨年の反響を受け、高野山で再開催

本会場では、昨年同時期に南正文の作品展を開催し、多くの参拝者や観光客が足を止めて作品を鑑賞するなど
好評を得ました。会場側からも再開催を望む声をいただき、今回の開催が決まりました。
今回は南正文の作品展に加え、口や足で描く芸術家協会に所属する日本および海外の画家たちの作品も展示し、
より幅広い作品を紹介します。高野山を訪れる人々が、参拝や観光の合間に芸術に触れる機会となる展示を目
指しています。

昨年開催時の会場風景
海外からのお客様にも好評

【開催概要】
名称   ： 絵画展 【口と足で描いた絵】
企画展示： 南正文作品展 「よろこびの種を」 「障がいを超えたアートの力」世界の国から
日時   ： 2026年5月3日(日・祝)～6日（水） 午前8時30分～午後4時30分 ※最終日は午後4時まで
入場   ： 入場無料 （拝観料 中学生以上 1,000円、小学生300円、未就学児無料）
会場   ： 高野山真言宗 総本山 金剛峯寺 新別殿
作品 ： 南正文作品28点、日本人画家18点、海外画家20か国20点を予定しています。
特別企画： 南正文ドキュメンタリー映画 「天から見れば」ダイジェスト版 上映

 口と足で描いた絵のオリジナルグッズ販売
URL  ： https://www.mfpashop.com/blog/news_20260411/

日本画家 南 正文 （1951-2012)

≪本件に関するお問い合わせ≫ 口と足で描く芸術家出版有限会社 担当：田川
TEL：03-3267-2890 FAX：03-3267-5766  e-mail：tagawa@mfpa.co.jp

mailto:tagawa@mfpa.co.jp


MFPAとは？ － アートで自立を支える国際団体
名称 ： 口と足で描く芸術家協会 (Association of Mouth and Foot Painting Artists Worldwide)

日本の代表者： 松澤 雅美
所在地  ： 〒162-8703 東京都新宿区市谷砂土原町3-4 生泉市ヶ谷ビル内
URL   ： https://www.mfpa.co.jp

≪本件に関するお問い合わせ≫ 口と足で描く芸術家出版有限会社 担当：田川
TEL：03-3267-2890 FAX：03-3267-5766  e-mail：tagawa@mfpa.co.jp

口と足で描く芸術家協会（MFPA）は、両手が使えない画家たちが口や足で絵を描き、自らの芸術活動によって生活することを
目指す国際的な団体です。1956年にヨーロッパで始まり、現在では世界69の国と地域に約740名の画家が所属し、45の支部
（出版社）を通じて活動しています。日本では1961年に活動が始まり、現在18名の画家が参加しています。

協会のモットーは 「Self-Help, Not Charity（慈善ではなく、自立）」。障がいのある画家が慈善に頼るのではなく、自ら描いた絵に
よって収入を得て生活することを目標にしています。

その活動を支えるため、画家たちの作品は絵葉書やカレンダー、文房具、生活雑貨などのグッズとして販売されています。これら
の売上は、画家の生活費や創作活動、画材の購入、制作環境の整備、展覧会開催などに活用されています。

南正文作品展「よろこびの種を」

南正文（1951–2012）は、口に筆をくわえて日本画を描き続けた画家です。
小学3年生の春休み、事故により両腕を失いましたが、14歳のとき、口筆画家・大石順教尼の最後の弟子となり、口に筆
をくわえて毛筆と日本画に取り組み、生涯で約900点の作品を残しました。画家として活動する一方、少年院や学校な
どでの講演活動や海外支援活動にも取り組み、多くの人に勇気や希望を届けました。
本展では、温かな色彩で描かれた南正文の作品28点を展示予定です。あわせて、南正文の人生と創作の歩みを紹介
するドキュメンタリー映画「天から見れば」（ダイジェスト版）も上映します。

「SELF-HELP, NOT CHARITY」 ― 慈善ではなく、自立 ―

口と足で描く芸術家協会は、障がいのある画家が慈善に頼るのではなく、自らの芸術活動によって生活することを目標
に活動しています。
本展を通して、画家たちの作品や表現に触れていただくことで、芸術の力や、人が生きる喜びについて考える機会とな
れば幸いです。

「活きる」 
南 正文 （大阪府／口で描く画家）

「海を眺めて」
ナタリーナ・マルカントーニ （イタリア／口で描く画家）

世界の画家たちの作品も展示

口と足で描く芸術家協会は、1956年にヨーロッパで設立された国際的な画家団体です。現在、世界約69の国と地域に
画家がおり、それぞれが口や足で筆を持ち、自らの創作活動によって生活を築いています。
本展では、日本人画家の作品18点に加え、世界20か国の画家による作品20点も展示予定です。
多様な文化や表現に触れることができる、国際色豊かな展示となります。
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